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1. 研究背景と意義 

第二次大戦後、中国東北部に残留した日本人は「中国残留邦人」とされ[7][10]、1972 年以

降、永住帰国が進められてきた[8]。13 歳未満で家族と離別した者は「残留孤児」とされる

[3]。 

令和 7 年時点で永住帰国者は 6,731 人（家族含む 20,918 人）に達し、私費帰国者を含め

約 10 万人と推計されている[7][10][14]。 

帰還者の高齢化が進み、平均年齢は 80 歳以上に達しており、介護ニーズの増大が指摘さ

れている[2][4]。また、言語の壁や心理的外傷に起因するアイデンティティ葛藤は、メンタ

ルヘルス上の課題とされている[1][3][9]。 

本研究は、東京都の集住地域を対象に、デイサービス利用とメンタルヘルスの関連を明

らかにし、異文化高齢者介護研究および地域支援の検討に資することを目的とする。 

2. 先行研究 

日本の介護保険制度において、言語・文化の違いは支援上の課題とされているが[12][13]、

デイサービスを含む介護分野の実証的研究は十分とは言えない[4]。 

先行研究では、帰還者およびその家族の高齢化に伴う介護需要の増大、経済的脆弱性、

社会的孤立が指摘されている。[2][5][7][8]、言語の壁や社会的孤立を背景とした孤独感やア

イデンティティ葛藤などのメンタルヘルス課題が報告されている[2][4][6][9]。 

また、デイサービスは同文化交流を通じて孤独感を軽減する効果が示されている一方、

中国語対応の不足や経済的制約が課題とされている[4][11]。しかし、デイサービス利用とメ

ンタルヘルスとの関連性を実証的に検討した研究は乏しい。 

3. 研究目的 

本研究は、東京都内デイサービス利用者である帰還者およびその家族を対象に、利用課

題とメンタルヘルス問題を明らかにし、支援のあり方を検討する。 

4. 研究方法 

帰還者およびその家族の高齢者 5名以上および介護職員 3名以上を対象に半構造化イン

タビューを実施し、得られた逐語録データを分析した。インタビューは 1名あたり約 1 時

間行い、調査にあたっては桜美林大学研究活動倫理委員会の承認を得た（承認番号 25021）。

 調査結果の 法分析

  インタビューデータを KJ 法で分析した結果、8 つの親和グループから 4 つの主要テーマ

が抽出された。公的支援により経済的安定は一定程度確保されているが、独居や家族関係、

言語の壁により社会的孤立とメンタルヘルス課題が生じている。デイサービスは利用時間

内に心理的安心感を提供する一方、帰宅後の不安解消には至らず、異文化介護における支

援体制や専門研修の不足が課題として示された。 

6. 考察 

以上より、デイサービスは一時的な心理的支援として有効である一方、帰宅後の孤独感

や言語・家族関係に起因する課題を十分に解消できないことが明らかとなった。持続的な

支援を実現するためには、デイサービスを中核とした多主体連携による包括的支援システ

ムの構築が不可欠である。
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